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１.  当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安・株高が進行し、企業収益に改善の動き

が見られ景気は緩やかな回復基調が続きました。しかしながら、消費税率引き上げに伴う需要の反

動や円安に伴う原材料価格の上昇もあり依然として先行き不透明な状況で推移しました。 

建材業界におきましても、重要な指標である新設住宅着工戸数につきましては、消費増税に伴う

駆け込み需要の反動の影響が長引き、前年を下回る状況が続いており、やや落ち着きが見られるも

のの依然として低い水準で推移し、また、建築コストの上昇や人手不足等の影響もあり、今後につ

きましても厳しい状況で推移するものと予想されます。 

このような環境下、当社グループは、関東圏の営業体制強化を目的とし、本年１月より株式会社

Ｄａｎｔｏ Ｔｉｌｅの北関東支店を出店させるとともに、各種セール・キャンペーンを実施し積

極的な営業展開を推し進めております。また、円安による原材料価格及び製品仕入価格の上昇分に

ついて販売価格への転嫁を行い利益率改善に取り組んでおります。 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は 14 億３千２百万円（前年同四半期 17 億５

千７百万円）、営業損失６千８百万円（前年同四半期２千６百万円）、経常損失６千６百万円（前

年同四半期９千４百万円）、四半期純損失１億１千３百万円（前年同四半期１億１千３百万円）と

なりました。 

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

イ．建設用陶磁器等事業 

当第１四半期連結累計期間において、建設用陶磁器等事業の売上高は 13 億８千７百万円（前年同

四半期 17 億７百万円）、営業損失は１億３百万円（前年同四半期６千５百万円）となりました。 

ロ．不動産賃貸事業 

当第１四半期連結累計期間において、不動産賃貸事業の売上高は６千５百万円（前年同四半期７

千万円）、営業利益は３千５百万円（前年同四半期４千万円）となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末において総資産は、現金及び預金が２億６千９百万円及び受取手形

及び売掛金が１億１千５百万円減少しましたが、投資有価証券が時価評価等により５億１千７百万

円増加したこと等に伴い、前連結会計年度末に比べ９千９百万円の増加となりました。 

負債につきましては、投資有価証券の時価評価等に伴う繰延税金負債が８千２百万円増加しまし

たが、支払手形及び買掛金が２億２千４百万円及び未払金が８千３百万円減少したこと等により、

２億１千８百万円の減少となりました。 

純資産は、利益剰余金が１億１千３百万円減少しましたが、その他有価証券評価差額金が４億３

千３百万円増加したこと等の結果、３億１千７百万円の増加となりました。 
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(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成 27 年 12 月期の通期業績予想につきましては、現時点において平成 27 年２月 13 日の公表数

値に変更はありません。 

 

２.  サマリー情報(その他)に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下「退職給付会

計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25 号 

平成 24 年５月 17 日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 項本文及び

退職給付適用指針第 67 項本文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用してお

りますが、簡便法を適用しているため、退職給付債務及び勤務費用の計算方法に変更はありません。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の損益及び純資産に与える影響はありません。 

 

３.  継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

当社グループには、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるよう

な事象又は状況が存在しておりますが、これは６千８百万円の営業損失を計上しているためであり

ます。 

当社グループは、当該状況を解消すべく、数年間継続した合理化を経て営業損失を減少させ、着

実に収支環境の改善効果を発揮しつつあります。 

このような状況の中、当社グループは、関東圏の営業体制強化を目的とし、本年１月より株式会

社Ｄａｎｔｏ Ｔｉｌｅの北関東支店を出店させるとともに、各種セール・キャンペーンを実施し

積極的な営業展開を推し進めております。 

また、原材料価格及び製品仕入価格の上昇分について販売価格への転嫁を行い利益率の改善に取

り組むとともに、遊休資産の利活用につきましても積極的に進め、これによりグループ全体として

企業価値を向上させるとともに、更なる収益の改善施策に取り組み、当第１四半期連結累計期間計

上の営業損失６千８百万円を早期に解消し、営業黒字体質の構築に取り組む所存であります。 

なお、資金面に関しては、急激な市場環境等の変化に対応するための現金及び預金を中心とした

金融資産を有しております。 
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,439 4,170

受取手形及び売掛金 1,399 1,283

商品及び製品 1,101 1,180

仕掛品 46 52

原材料及び貯蔵品 60 61

短期貸付金 14 ―

繰延税金資産 0 1

未収入金 47 23

その他 36 42

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 7,143 6,813

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,058 1,041

機械装置及び運搬具（純額） 61 63

工具、器具及び備品（純額） 7 6

土地 337 337

有形固定資産合計 1,465 1,449

無形固定資産

ソフトウエア 5 4

その他 82 82

無形固定資産合計 88 87

投資その他の資産

投資有価証券 6,935 7,452

長期貸付金 1,060 1,000

繰延税金資産 21 18

その他 207 200

貸倒引当金 △93 △93

投資その他の資産合計 8,130 8,577

固定資産合計 9,684 10,114

資産合計 16,827 16,927
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 681 457

短期借入金 737 725

未払金 267 184

未払法人税等 69 72

賞与引当金 ― 26

災害損失引当金 357 351

その他 58 63

流動負債合計 2,172 1,880

固定負債

繰延税金負債 1,113 1,196

退職給付に係る負債 336 338

長期預り保証金 911 900

負ののれん 2 1

資産除去債務 17 17

固定負債合計 2,381 2,454

負債合計 4,553 4,335

純資産の部

株主資本

資本金 1,635 1,635

資本剰余金 1 1

利益剰余金 8,449 8,335

自己株式 △119 △119

株主資本合計 9,966 9,853

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,981 2,414

その他の包括利益累計額合計 1,981 2,414

少数株主持分 326 324

純資産合計 12,274 12,592

負債純資産合計 16,827 16,927
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日)

売上高 1,757 1,432

売上原価 1,303 1,024

売上総利益 454 407

販売費及び一般管理費 480 475

営業損失（△） △26 △68

営業外収益

受取利息 9 11

負ののれん償却額 1 1

その他 3 6

営業外収益合計 14 18

営業外費用

支払利息 2 2

売上割引 1 1

為替差損 67 3

固定資産除却損等 0 ―

租税公課 4 4

減価償却費 5 3

その他 0 0

営業外費用合計 82 16

経常損失（△） △94 △66

特別損失

役員退職慰労金 ― 23

特別損失合計 ― 23

税金等調整前四半期純損失（△） △94 △89

法人税、住民税及び事業税 15 23

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △109 △112

少数株主利益 4 1

四半期純損失（△） △113 △113

ダントーホールディングス㈱(5337)平成27年12月期　第１四半期決算短信

6



四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △109 △112

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △109 433

その他の包括利益合計 △109 433

四半期包括利益 △219 320

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △223 319

少数株主に係る四半期包括利益 3 1
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報等 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成 26 年１月１日 至 平成 26 年３月 31 日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

建設用陶磁器

等事業 

不動産賃貸 

事業 
計 

売上高  

 外部顧客への売上高 1,707 49 1,757 ― 1,757

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 ― 20 20 △20 ―

計 1,707 70 1,778 △20 1,757

セグメント利益又は損失(△) △65 40 △25 △0 △26

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△０百万円には、たな卸資産の調整額が含まれております。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整しております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成 27 年１月１日 至 平成 27 年３月 31 日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 
調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

建設用陶磁器

等事業 

不動産賃貸 

事業 
計 

売上高  

 外部顧客への売上高 1,387 45 1,432 ― 1,432

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 ― 20 20 △20 ―

計 1,387 65 1,453 △20 1,432

セグメント利益又は損失(△) △103 35 △67 △0 △68

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△０百万円には、たな卸資産の調整額が含まれております。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整しております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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